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地 域 と 医 療 で 咲 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

兵庫県立尼崎総合医療センター だより　

あまが　
Amagasaki General Medical Center （AGMC）

［県立尼崎総合医療センターの“新しい顔”］

「今年もフレッシュな
 24人の研修医の
 皆さんから
 自己紹介を！」

●［AGMCニュース］循環器センターが更にパワーアップしました。
●セミナーのご案内　●スタッフのつぶやき　●ぶらり～っと病院探訪

ACLS部会［AGMC委員会・部会めぐり］

Happy Mother’s Day
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鳥牧 伸哉

学生時代に手当たり次第にスポーツをしてき
ました。おかげで体のあちこちにガタがきていま
すが、倒れるまで全力で頑張りたいと思います！

出身 豊中市
土井 一輝

一に根性、二に根性、三四も根性、五に根性‼
神戸大学出身で硬式テニスとフットサルをし
ていました。宜しくお願いします！

出身 京都市
齋藤 遼平

25年間過ごした京都を後にし尼崎へやって
きました。大学ではラグビーをしていましたが
今度は医療にタックルします。

出身 京都市
金田 晴貴

高校時代は生徒会長として走り、大学時代
はアメフト部と軽音部で走り、これからは県
尼の医療のために走ります！

出身 愛知県

任　仙光

まだ医師として未熟ですが、日々研鑽を積
み、地域の医療に貢献できる医師になりたい
です！

出身 神戸市
北浦 真珠

患者さんの思いに寄り添い、誠実に向き合っ
ていきます。毎日明るく笑顔で頑張ります！

出身 神戸市
山中　彩

奈良で大学生活を送り、地元兵庫に戻って来
ました。バスケで培った体力とフットワーク
を活かした医療を目指します。

出身 西宮市
山本 昌平

隣町の伊丹市出身、京都から戻ってきました。
山登りが好きでテントを担いで登っていました。
これからは医療の山を登って行きます。

出身 伊丹市

田中 ゆき

小中高大とずっと兵庫県で育ち、歌劇をこよ
なく愛する地元っこです。毎日朗らかに頑張
ります!

出身 宝塚市
上堂 智貴

大学ではフットサル部に入っていました。部
活で培ったフットワークを活かして、患者さ
んのもとにすぐさま駆けつけます！！

出身 大阪府堺市
原田 嘉一郎

大阪、西宮、京都と関西を転々としてきまし
た。久々の兵庫県を楽しみつつ、いい医師に
なれるよう頑張ります！！

出身 京都市
笠松 大悟

体育会ゴルフ部でキャディーに明け暮れたせ
いか、年上の方としか話がかみ合いません。
常に接遇を忘れず患者さんと向き合います！

出身 宝塚市
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田島 美咲

生まれ育った京都を離れ、尼崎へ来ました。
美しく咲く、名前の通り笑顔満開で過ごし
たいです。

出身 京都市
土井 綾香

実家は京都で漬物屋をしています。若者のお
漬物離れが最近の悩みです。みなさん！食べ
てください！！

出身 京都市
中地 修大

大学では６年間ウィンドサーフィンをしていま
した。荒波にもまれて強くなりました。医療界
の風に乗ってこれからも頑張ります。

出身 神戸市
長谷川 貴士

小学校で空手・剣道、中学・高校で合気道、
大学で合気道・少林寺拳法と武道を中心に
してきました。相手の立場を考えて思いやり
のある医療を目指します！

出身 神戸市

石原 陽香

生まれも育ちも尼崎です。大学ではテニスを
していました。地元に貢献できるよう一歩一
歩成長していきたいです。

出身 尼崎市
松田 正太郎

マンガ「鉄人28号」の主人公の「正太郎」で
はありません。（知りません。）鉄人のようなメン
タルで何事も乗りきっていきたいと思います！

出身 京都市
樋口 雄一

小学生から阪神地区で過ごしています。ツォ
ンガに似ていると言われます。知らない方は
是非ググってみてください。

出身 西宮市
田中 佑里恵

父は尼崎生まれで、誕生日もダウンタウンの
松っちゃんと全く同じです。私も尼崎に詳し
くなろうと思います！

出身 京都市

竹岡　純

広島で6年を過ごしすっかりカープに染まっ
て帰ってきましたが、新天地尼崎にも早く馴
染んで貢献できればと思います！

出身 京都市
橋本 里穂

魚の街、明石出身です！食べることと体を動
かすことが好きです。患者さんに寄り添うこ
とのできる医師となるよう頑張ります。

出身 明石市
藤本 裕大

6年間雪国で過ごし関西に帰ってきました。
これからは尼崎で一生懸命がんばります。

出身 神戸市
伊田 昂平

サッカー選手ネイマールに似ているとか似て
ないとか言われます！ネイマールのように僕
も尼崎で活躍したいと思います！

出身 神戸市



■　患者さんや地域医療機関への
  メッセージ
高度急性期病院として、また医師を初めとする医療
関係者を養成する教育病院として、恥ずかしくない
救急救命医療を提供できるよう、部会メンバーが一
丸となって頑張っています。今後は地域の皆様にも、
蘇生教育を提供できるよう引き続き頑張ります。機
会があれば是非一緒に蘇生法を学びましょう。

適切な運営および安全な医療提供を行うために、
多職種で運営されている院内委員会・部会です。

－豊かな医療を育むための協議－

AGMC
委員会・部会めぐり

尼崎総合医療センター
Amagasaki General Medical Center

A C L S 部 会

ACLS部会は、ICLSコースやBLSコースといった心
臓や呼吸が止まっている人（心肺停止患者）に対する
対応法を学ぶ講習会を、企画・運営している部会で
す。高度急性期病院である当院では、心肺停止患者
の対応をしなければならない事が多くあります。そ
のような際に、迅速かつ的確にチームワークを生か
して命を救うための教育を、年間を通して計画し
行っています。

《ACLS部会の紹介・特徴》 

医師および看護師、薬剤師、臨床検査技師、放射線技
師、臨床工学技士、理学療法士、事務からそれぞれ代
表者が集まり、合計約10名が中心メンバーとして活
動しています。

《構成メンバー》 

院内を中心に、日本救急医学会認定ICLSコース（年4回）や日本内科
学会認定JMECCコース（年1回）といった講習会を開催しています。
もちろん、これらの講習会をスムーズに運営するために、指導を行う
「インストラクター」の教育および養成にも力を入れています。また、
院内の医療関係者に向けて、各種の基礎救命講習会の開催を随時
行っています。平成30年度からは、尼崎市消防局とも連携して、一般
の方を対象とした基礎救命講習会を開催していく予定です。

■ 活動内容・取り組み・目標・開催状況など

堀谷 亮介
ER総合診療科医長

田中　裕
漢方内科医長

ACLS部会スタッフ

講習会風景ACLS部会風景

「みんなで救おう、
 目の前のいのち」救命技術の
 普及・教育に力を注いでいます
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　当センターでは平成２８年５月からTAVI（タビ）を開始し、平成３０年４月までの２年間で７０名という多くの患者様の治療を実施しました。

治療リスクの高い症例ばかりでしたが、全例で人工弁の留置に成功し大動脈弁の開大に成功しました。本治療の最大の問題とされる

弁周囲逆流は全例で軽度までに制御できており、後遺症の残るような重篤な合併症や開胸手術への移行もありませんでした。３０日死

亡率や入院死亡率は０%であり、以上の条件を手術成功と定義すると手術成功率は100％と言えます。局所麻酔で行う一切の
切開のない最先端の『超』低侵襲TAVIも更に改良を重ね、他にはない最高
レベルの医療を追求し続けています。
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Transcatheter Aortic
Valve Implantation ; TAVI 

TAVI（タビ）とはカテーテルを使って人工弁を留置する新しい手術法で、
従来の手術と異なり、心臓を止めずに行え、人工心肺も不要です。
そのため体への負担が軽いのが魅力です。

経カテーテル的
大動脈弁留置術

　循環器内科、心臓血管外科、小児循環器内科からなる循環

器センターは、本年４月から更に増員して総計３８名の体制に

パワーアップしました。小児期（場合によっては胎児期）から後

期高齢期まで、あらゆる年代の患者様を、各分野の専門医が

サポートします。疾患別では先天性心疾患（成人期も含む）、虚

血性心疾患、閉塞性動脈硬化症、弁膜症、不整脈、大動脈瘤/

大動脈解離、心不全をはじめとする全ての心血管疾患に対応

可能です。治療としては各種の薬物療法や外科手術、カテーテ

ル治療が可能となっており、下記にあるTAVIの次の最先端医

療として僧帽弁閉鎖不全症に対するカテーテル治療を開
始する準備をしていますので御期待ください。

最先端医療

★お問い合わせ ： 県立尼崎総合医療センター  地域医療連携センター ☎ 06-6480-7000（代表）

第69回市民すこやかセミナー
多くの方

の

ご参加を
！

『超高齢社会を迎え、大きく変わる地域医療！』
～住み慣れたお家で自分らしく暮らしていくために～

【日　時】 平成30年6月15日（金曜日）　午後2時～3時30分
【場　所】 県立尼崎総合医療センター 講堂（1階）　参加費：無料（予約不要）

【講　師】 県立尼崎総合医療センター ●地域医療連携センター 医師  齋田　宏

テ
ー
マ

セミナーのご案内

AGMC
ニュース
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　新年度がスタートして、早くも１か月。慌ただしい４月を過ぎ、新たな職場・
環境に慣れてきた方も多いと思います。この「あまが咲だより」の編集を担

う広報委員会も４月から新体制となりました。今年度はこのフレッシュなメンバーで、新しい企画をどんどん
進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  （Y.T.）

編 集 後 記

Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）
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ぶらり～っと 病 院 探 訪

今 回の訪問先は、救命救急センター・小児救命救急センターの受付です。
当センターは、年間約25,000人、1日約68人の救急患者さんが来院され

ますが、その内、約32人が救急車やドクターカー等の緊急車両で、また、約36人
が自力来院されます。受付スタッフは、24時間、365日体制で診療受付から診察
室案内、会計計算の対応をし、ご家族、面会者への対応をします。
　患者さんもご家族の方も、救急搬送された状況下では、不安と心配で一杯です。
　そのような状況では、接遇の仕方一つで患者さんやご家族に与える印象が大き
く異なる事を常に意識し、受付業務に当っておられるとのことです。
　毎日が災害対応のような受付業務、頭の下がる思いで話を聞きました。

２4時間、365日体制で対応

救急患者
さんや

ご家族の

お気持ち
が

少しでも…

救命救急センター・
小児救命救急センター受付
救命救急センター・
小児救命救急センター受付

　こんにちは。
　私達ボランティアは、総合医療センター内で様々なボランティア活動を行っていますので、ご紹介します。
　正面玄関では、受診手続きの方法から病院案内、車いすの介助など患者さんのお手伝いを行っています。患者さんに必要な

備品の制作・縫製として、防水シーツの裁断、小児患者の点滴固定カバー作成な
ど病棟からのあらゆる要望に応えています。また、衣類のほつれ、かばん、カ
バー、固定ベルトの縫製を行い患者さんの安全を守る手伝いをしています。移
動図書では入院生活の中にも癒やしを取り入れられるよう心がけお部屋に伺っ
ています。赤ちゃん体操では、専門的な体操のお手伝いをしています。傾聴ボラ
ンティアは、患者さんの声を直接伺い闘病生活を支援しています。私達ボラン
ティアは、ピンク色のエプロンを着て患者さんの一番身近なところで、患者さん
の支えとなれるように活動しています。

ボランティアスタッフ一同

一緒に患者さんの支えになって活動してみませんか！

スタッフ
のつぶ

やき


